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ア
ス
テ
ラ
ス
拍
左
会
の
皆
様
に
は
、

日
頃
か
ら
杜
友
会
の
諸
活
動
に
ご
協

力
、
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
お
蔭
様
で
こ
の

2

0
1
5年
度
の
全
国
社
友
会
活
動
も
ほ

ぼ
予
定
通
り
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
、

予
算
実
績
見
通
し
に
関
し
て
は
、
今
回

の
社
友
会
「
活
動
補
助
額
見
直
し
」
が

反
映
さ
れ
た
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

又
、
現
在
2
0
1
6年
度
予
算
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ

に
は
活
動
補
助
額
及
び
慶
祝
金
の
増
、

そ
れ
に
大
阪
事
務
所
移
転
後
費
用
増
分

等
が
組
み
込
ま
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
更
に
昨
年
ス
タ
ー
ト
し
た

「
社
友
会

一
層
の
活
性
化
の
た
め
の
委

貝
会
」
に
て
種
々
論
議
検
討
さ
れ
て
き

た
結
果
と
し
て
、
追
加
修
正
さ
れ
る
案

が
ま
と
ま
れ
ば
、
こ
れ
ら
も
2
0
1
6

年
度
新
予
算
に
反
映
さ
れ
る
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

社
友
会
ホ
l
ム
ベ

l
ジ
も
昨
年
U
月

に
リ
ニ
ュ

1
7
ル
版
が
公
開
さ
れ
ま
し

た
が
、
今
後
も

「
誰
で
も
容
易
に
ア
ク

セ
ス
出
来
、
親
し
み
易
く
よ
り
充
実
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
1
ル
と
し

て
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
内
容
の

ア
ァ
プ
デ

I
ト
が
図
ら
れ
て
い
く
予
定

で
す
。

ア
ス
テ
ラ
ス
社
友
会
は
そ
の
事
業
方

針
の
中
で
「
会
員
相

E
の
交
流
と
親
睦

を
通
し
て
全
員
の
健
や
か
で
明
る
い
生

活
の
実
現
を
目
ざ
す
こ
と
、
そ
し
て
巾

広
い
活
動
に
よ
り
、
広
く
社
会
へ
の
働

き
か
け
に
努
め
る
」
こ
と
を
誕
っ
て
お

り
ま
す
が
、
こ
れ
は
ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬

の
経
営
理
念
「
新
薬
の
開
発
を
通
し
て

医
療
に
貢
献
す
る
」
の
延
長
線
上
に
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
日
、
日
本
で
は
、
高
齢
化
社
会
と

介
護
、
医
療
と
健
康
な
ど
様
々
な
問
題

に
直
面
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た

中
で
我
々
会
員
も
、
互
い
に
助
け
合
い

な
が
ら
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
、
生
き
が
い

を
支
え
て
い
く
、
そ
し
て
年
を
と
っ
て

も
社
会
的
資
源
と
し
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

存
在
で
い
ら
れ
る
様
、
心
懸
け
て
い
く

こ
と
は
、
十
分
意
味
の
あ
る
こ
と
と
考

え
ま
す
。
皆
さ
ん
が
、
互
い
に
健
康
寿

命
を
伸
ば
し
な
が
ら
社
会
参
加
を
志
向

し
て
い
く
場
と
し
て
、
社
友
会
が
い
さ

さ
か
で
も
そ
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
会
員
皆
様
方
の
深
い
ご
理

解
と
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。



アステラス製薬社友会会報 率土 宜(地39) 2016年3月10日 発行

201 6年度

支部行事予定表

同好会への加入、参加手順要領

市支僻総会の出欠周はがきの『アンケートJ1こ、多加を希S宣される
問鰐会へry印」をつけて返信して下さい.

(後日特筆された同好会より行，寮肉等が送付されてきます)

2 同好会への加入、 多加若し<1玄関合せに関しては刻表の「岡好会
連総褒」の代表世話人("世傭人)と連絡を取って下さい.

〔静岡支部〕
4月 5月 6月 7月 8月

ウォキングプ7ス 伊豆『量置山・車'山』止

問解金 ...串柿.. 揖骨量J(I.I'II)

ゴルフ岡野金
第37回コンペ

情圃よみうりCC(5/21)

麻壷同好会
第42回麻雀大会 第42回麻雀大会

(5/26) (8/25) 

カルチャー同好会
第四固定閉会

恒劇町コン廿ート"月}

釣り同好会
睦河湾船酌り

五目・7シ.・9チ(.月)

ホーリンタ同好会
事41目前ウリン..大会

(6/16) 

囲碁 同好会
第四回囲碁大会

(6/15) 

料理教室
第27回創作料理

16/23) 

全体 行車
ピ ) t.-/~-Tイ

(7/27) 

10月 1 1月 12月 17/1月 2月
ウォ キンゲプラス 興薄JIIf高ドヲキョウ」と 揖1111.11'骨此帽の・a車

同好会 調車f宇宜世..掴"・.・F 『拡らこζの嵩J(2I18)

ゴルフ岡野会
第四回コンペ

リパー富士CC(11118)

麻 竃 同好会
第44由麻省大会 第45国際雀大会

(10/27) (2123) 

如何ヤー同好会
第24回定例会

組劇町中廿ート(1月)

釣り間野金
睦河湾船釣り

五目.7"'-. ，t< 11月}

ホーリンク同時金
"'''回事.ウaルず大会

(11/24) 

囲碁 間評会
第24回囲碁大会

(11!10) 

料理教室
第28圃スイ ツと 第四回創作料理

創作料理(111上) (1/26) 

全体 行司匝
日帰りパス旅行

附録.，-..~ヲ7- ( 1 0/ 12)

-2-

， 

9月

第四回コンペ

菊JlICC(9/16)

量河湾船釣り

五目.hヲ市イカ(9月}

軍42園Fウ'ルゲ大会

(9/15) 

3月

第40田コンペ

ホロンゴルフヲ号ブ13/11)

箪44田市ウリンゲ究会

(3/2) 

. 
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4月 5月 6月 7月 8月 9月

囲碁同好会

接こう会問好会
"イシ'怯唱と畳i召週車 八割山果樹園&

(5/下) 小企過這泉(9/よ}

ゴルフ同好会
箪31固ゴルフコンペ 1132白ゴルフコンベ 箪羽田ゴルフコンペ

(6/8) (7/6) (917) 

麻竃同師会
麻雀大会 麻雀大会 麻雀大会

(5/20) (7/15) (9/16) 

全体行穆
野環視眼(ll;流戦)

札幌ドーム(6月 )

10月 1 1月 12月 17/1月 2月 3月

囲碁同好会
執季開会 冬季例会

(11/17) (2116) 

事こう金同好会

ポ リンゲ 第四回大会 第四回大会

同貯金 (12/1 ) (2/15) 

麻世間好会
麻雀大会 麻雀大会 際雀大会

(11/18) (1120) (3/17) 

主体 行事
支卸会員交流使途

(11月)

〔仙台支部〕
4月 5月 6月 7月 8月 9月

ウォキングブフス 舟形山倣鍍 仙台市内散策

問書子会 (5/10) (7/6) 

第31回コンペ 第32回コンペ
ゴル7同好会 コス未定

コ(9ス12未8)定(5125) 

麻竃同好会
第四回大会 第四回大会 第60回大会

(4/13) (6/15) (8/17) 

カメラ同好章
八木山勘拘置 うみの枇水族館

蝿Il会(617) 揖膨会(9ノ13)

全体行事
プロ野建臨戦

(7124) 

10月 1 1月 12月 17/1月 2月 3月
ウォキングブフス 〈宿泊〉鳴子温痕

同好会 散策(10/18-19)

第四回コンペ
ゴルフ同好会 コース未定

(11/2) 

麻竃同好会
第61回大会 第62回大会 第回回大会

(10/12) (12/14) (2/15) 

カメラ同好会
〈宿泊〉鳴子温泉 印刷・勉強会

揖審会(10/18-19) (317) 

主体行車
新年会

軟保温泉(1/19) 

-3-



アステラス製薬社友会会報 宇土 宜{地39) 加16年3月10日時行

〔東京支部〕
10月 1 1月 12月 17/1月 2月 3月

月倒会(10/20) 月四会 月倒会 囲碁大会 月倒会 月鋼会

囲 碁同好会 住友会室 (11/17) (lV15) (1/19) (2/16) (3/16) 

囲蕃合宿(10/3-4) 住友会室 社友会室 社友会室 社友会室 社友会室

麻壷同好会
麻雀大会(11/26) 麻雀大会(1128) 師事雀大会(3/11)

『コー一λ?lヰ"λ』 『コーースタ7ネックス』 『コ"-7..'17キ，，"J
縮木・奥田光 山型・富士五湖 渡良瀬遊水地 群馬・多々良沼 小図原曽蓑梅称 新宿卸売

写真同好会 掴.，会(10120) 蝿E会 (11110) 揖.，会(12/15)
カ揖ヤ影力、会会(1/19) 蝿膨カヤ会会(2/16) f織ャヵ葺・ヤ会会(3(/33/023)1 

カ'刊 "¥'金(10/27)が刊可会(11/24)ガヤガヤ舎(12/22) (1/26) カヤ (2/23) 

社友会室 社友会室 社友会室 社友会室 社友会室 社友会宣

第43回コンペ

ゴルフ同好会 鴻巣CC"京葉cc
(11/9) 

ゴ【高 萩地 区】
第 16回コンペ

ルフ同好会
軍時ハ'シヨイフウC

(11/17) 

日帰り畳山 自帰り畳山

山と温県同好章 湯河原城山幕山 高尾山(体力調定}

過河車折畠植山(11/叫 高置の調(1111) 

【高萩地区】
日帰りハイキング

山と逼車問好会
民自覚苅込揖ハイヰ〉ゲ

(10/13) 

!J;け事け同肝金 初冬肘キ河e 梅ウ章一キノゲ

(11/24) (2/23) 

句会 句会 句会 句会 句会 句会

俳句同好会 社友会車(10/28)社友会実(11125)社句友会会室(12/同)社友金童 (1ノ271往友会童(2/24)社友会室(3/24)

日帰り時行 理観会 日帰り吟行

置肉写生会(静物)置肉写生金(静物)屋内写生会(静物)屋内写生会(静物〉 モデル写生会 置肉写生会(静物)

絵画同軒金 社モ友デ会ル草写(生10会13) 
社主会室(1119)社友会室(12/5)社友会室(1/16) 

社モ友デ会ル室写(生U会8) 
社友会室(3/6)

贋肉写生会(静物}屋内写生金(静物) 回帰写生会(屋外)

社友会童(10/19)社友会室(11121)社友会童(12121) 社左会童(2120)向島百花岡(3/22)

釣り同貯金
干葉県片貝

ハナダイ釣り(10/12)

カルチャー雅章
担劇または蔓術鑑賞 寄席艦置 恒劇または費栴檀貰

または重量軍軍(11/よ} (1!下) (31上 )

〈教室〉

囲碁 初11"中盤【10/20) 初級・中級"ν'"初組・中白血 (lV15) 制組・中級 (2116) 初級ー中揖 (3/16)

麻省 麻雀 (11/14) 麻雀 (1/9) 麻雀 (3/6)

写真 撮.，金(2/16) 措置E会 (3/30)

料理 科理(10/4) 料理 (1111) 料理 (1216) 料理 (1/10) 料理 (2/7) 料理 (3/7)

俳句 勉強会 (10128) 勉強会 (11125)

絵画

全体行夢
パスツア怠ど

(10月}

4 
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〔東京支部〕

囲碁同好会

麻薗同好会

写真同好会

4月 5月
月例会 月四会

(4/7 (5/12) 

社友会室 社友会室

麻雀大会(5/28)

『コースタ7ネックス』

6月
月例会

(6/16) 

社友会室

7月 8月 9月
囲碁大会 | 月例会 | 月例会

げ121) 但/18) 但/15)

社友会室(予定)1 社友会室 | 社友会室

麻雀大会(7/23)1 麻雀大会(9124)

heースタアネ'クスI1 11コ。ースl7ネJクス』

あしかがフラワハク|翻布神代福物園| 山梨 甘 利 山 | 行 田 古 代 蓮 田 和 配 意公園

掴影会(4126)1蝿肥会(5/19)1揖影会(6/16)1撮影会(7f7) 1 撞影会(9127)

カヤb"ヤ会 (4/28)1カヤ力、会(5/26)1ヵ・ヤ力、会(6/23)1ヵ・ヤ『ヤ会(7/28)1カヤカヤ会同 25)1ヵ・ヤカヤ会(9129)

社友会室 | 社友会室 1 社友会室 | 社友会室 | 社主会室 | 社主会室

軍40固コノペ 第41回コJぺ第岨回コンペ

ゴルフ岡野金 1猿島町本千葉cc ザ竜ヶ崎cc1 綱玉ロ作'A-GC立野田

(4/6) 〈統一開催>(6/8)1 (9/28) 

【高萩地区】
軍15回コンペ

ゴルフ同好会
高萩cc
(5/26) 

回帰り畳山 日帰り畳山

山と温泉同好会|天貰山多筆主山|輔刊日船吋酬

奥武蔵旅館(4/13)Iレスランメイン(5/25)

〈宿泊〉赤械鳳給山又は

縄各網"が毎回厩沼町

塩練リ"→$.7A.(1/12-13)

日帰り畳山

仙元山小川温泉

花和楽の湯(917)

【高萩地区]
山と温泉同好会

日帰りハイキンク

那須高原

(6/2) 

事けさ長け同好会| 描ウォーわゲ |新時rJ:t-~:"'~' 初軌ウ才キンタ

俳句同好会

絵画同好会

釣り同好会

カルチャー雅全

く教室〉

囲碁

麻竃

写真

(417) (5/26) (9122) 

句会 | 句会 | 句会 | 句会 | 句会 | 句会

社友会室(4/8)1社友会室(5127)1社友会室 (6/24)1社友会宣(7/22)1社友会室(8ノ26)1往友会室 (9123)

日帰り吟行 句会・睡親会 日帰り時行

屋内写生会(静物)1屋内写生会(飾物)1屋内写生会(静物)1屋内写生会(瀞物)1モデル写生会|慶肉写生会(静物〉

社左会室(4/4)1社友会室(5ノ11)1社友会室(6/6)1社友会室(7/4)1社主会室(811)1社主会室(9/5)

B帰写生会(塵外)1日帰写生会(屋外)1屋内写生会(静物)1 美術館見学 慶肉写生会(飾物)

日本橋界隈(4/20)I北の丸公園(5125)I社友会室(6/2叫|ちひろ美術館。/2ω 社友会室(9121)

金沢八景 1<宿泊〉千葉・布良 干葉県船橋 1 

アジ釣り(4/20)

大相僕観戦

五月犠所(51中)

イサキ釣り(6/1-2)

初級中級 (41川初級中級 何/12)I初級中級 ω/16)

廊雀 (5/9)

栂審会(5/19)

タチウオ釣り(8/4)

初級中級 (8/18)I初級・中級 (9/15)

麻雀 (7111) 1 麻雀 (9/12)

撮影会(7/7) I 揖影会(9/27)

料 理 | 料理 (4/5) 1 料理 (5110) 1 料理 (6f7) I 料理 (7/5) 1 料理 (8/2) 1 料理 (9/6)

俳句 勉強会 (5127)I勉強会 (6124)1勉強会(7/22)1魁強会 (8/26)1勉強会 (9123)

絵 画

全 体 行事
パスツアなど

(6月)

5 
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|L名古屋支|部j4月
5月 6月 7月 8月 9月

ゴルフ同好会 4場，V(所4J/未48)J 定

h (1':/ヲ、

麻 世 間好会 |草ウイ1回ン麻グ雀(5/大19会) 
ウイング(8/8)

カル刊同好金

融釣り同好会
(7/20) 

董
星料が理丘(B6(/62/19)) 

星がJ孟B{9/8)

料理 (4/19) 料理 (5/円] 料理 (7/19) 料理 (8/16) 料理 (9/20)

歯月強例と実会習((55//21)0) 
r (9/13) 

月間会 (4/4) 月例会 (6/6) 月開会 /4) 月間会 (8/1 ) 月間会 (9/5)

|納涜ピ

10月 1 1月 12月 17/1月 2 月 3月

ゴルフ同好金 ゴf場j(レ所1フ0コ未/3ン)定， 

(11122) 

麻竃 同好会
1/17) 6) 

カルチャ同好会 劇団観四劇季公演

量釣り同好会 "、1じ2/畢7首)勺

|星がliB(12/8) (3/9) 

料理 (10/18) 料理 (11115) 料理 (12120) 料理 (1/17) 料理 (2121) 料理 (3/21)

f(2114) 

月例会 (10/3) 月例会(1117) 月倒会 (12/5) 月倒会 (1116) 月例会 (216) 月間会 (3/6)

〔広島支部〕
4月 5月 6月 7月 8月 9月

ゴルフ同好会
〈宿泊〉第四国コンへ.

(5/12-13) 

カルチャー同好会
〈宿泊〉能楽鑑賞金 蕎麦打ち体験

(5/未定) 廿日市市『牽1(8/31)

料理教室 第43固 (5/11) 第44固 (7/13) 第45回 (9/14)

全体行事 暑劃払い量(eXI;!:9月)

10月 1 1月 12月 17/1月 2月 3月
ゴルフ問好会

第21回日帰りコンへ.

(10/13) 

カルチャー岡野金
広島市史跡巡り

(11/9) 

料理教室 第46固 (12/14) 第47回(3/8)

主体 行事 新年交流会(1/20)

-6-



アステラス製薬社友会会報 金生 友 (Nu39) 2016年3月10日発行

〔大阪支部〕
4月 5月 6月 7月 8月 9月

歴史探訪問好会
新緑の高野山散箪

(5/27) 

カルチャー同好会
喜剛瞳置 文庫輔軍陣債車

査本Uるし公理'"口)

ゴルフ同貯金
第34@lゴルフコンペ

(6/10) 

【北陸地区1 第6回ゴルフコンペ

ゴルフ同好会 (5123) 

麻竃同好会
麻雀大会
(6/18) 

山静き同貯金
回帰り山歩き 日帰り山歩き 臼帰り山歩き

滋賀 (4/21) 奈良・大阪 (5/19) 奈良 (9/15)

俳句同貯金
例会 日帰り時行 例会 例会 例会 例会

(4/12) (5/17) (6121) (7/19) (且/16) (9120) 

写真岡野会
例会 日帰り撮影会 例会 日帰り撮影会 例会 日帰り11.，会
(4/5) 花木町並み且量(5/10) (6/14) 祇聞祭宵山(7/15) (且/9) (日127)

囲碁同好会
定例会 前期大会 定問会

(5/8) (713) (日/4)

絵画同好会
日帰り写生会 刑会 例会 例会 屋内写生会 閉会

(4/9) (5/14) (6/11 ) (7/9) 作品構評会(且113) (9/10) 

全体行事
納車会

(7122) 

10月 1 1月 12月 17/1月 2月 3月
歴史探訪問好会

紅葉由尽都散策

(11125) 

カルチャー同好会
朝日新聞社

見学会(10/20)

ゴルフ同好会
第布団ゴルフコンペ 箪36阻ゴルフコンペ

( 1016) (3123) 

【北陸地区】 〈宿泊}蘭7圃ゴルフコン4

ゴルフ同好会 (10/13-14) 

麻官同妻子会
麻雀大会 麻雀大会

(10/15) (2118) 

山事き同貯金
日帰り山歩き 日帰り山歩き 日帰り山歩き

兵庫 (10/20) 和歌山 (11/17) 兵庫 (3116)

俳句同好会
例会 〈宿泊〉吟行 倒会 例会 日帰りの時行 例会

(10/18) (11/15-16) (12120) (1/17) (2121 ) (3121) 

写真同好会
例会 く宿泊>1最影会 間会 例会 日帰り栂最多会 倒会

(10111) (11/15-16) (12/13) (1/10) (2128) (3/14) 

囲碁同好会
定例会 後期大会 定例会

(11/6) (1/15) (3ノ5)

絵画同師会
〈宿，自〉写生会 例会 伊l会 屋向写生会 例会 4列会
明治村(10/7-8) (11/12) ( 12110) 作品情評会(1/14) (2111 ) (3/11 ) 

全体行事
新年E礼会

(1/6) 

7 



アステラス製薬社友会会報 そま 宜(恥39) 2016年3月10日 尭行

〔福岡支部〕
4月 5月 6月 7月 8月 9月

麻世間好会
第四回麻雀大会 第四回麻雀大会

フレンド(5/14) フレンド(8/20)

ゴルフ同好会
第1回ゴルフコンペ 第2回ゴルフコンペ 〈宿泊}軍3固コ品目〉へ.

大樽多(5/18) 西戸崎シ廿イド(7/1l) 阿車大埠CC(9/23-24)

山と温泉同好会
〈宿泊〉星崎‘平和公園他

(5/27-28) 

カルチャー岡野会
演劇鑑賞 得物館鑑置

↑専多座(6/12) 九州国立博物館(8/23)

事こう会同好章
世界遺産訪問 ひがん花観賞

中岡市(5/21) 脇図温泉(9/24)

陶芸同好会
亙燕(磨海)

龍仁窯(6/18)

囲碁同好会
第41回囲碁対局 第42回囲碁対局
福岡囲碁金値 (6/11) 楠岡囲碁金8(9/10)

写真同好会
I1影会 勉強会

平尾台(5/13) コミセン和白(91日)

料理教室
中国料理

(7/2) 

全体行事
納2空会(t'YI'"-fィ ) 

セントラザ博 多 (8/6)

10月 11月 12月 17/1月 2月 3月
麻薗同好会

第四回麻雀大会

フレンド(1/21)

ゴルフ岡野金
第4回ゴルフコンペ

福岡国際 C(11/16)

山と温泉同好会
英彦山添田の紅葉

(10/29) 

カルチャ 同好会
落語鑑賞

イムスーホ }~ (11/3) 

歩こう金同好会
福岡市断"mート地揮需 酒造めぐり
照糞IJi"-ト(11/19) 時島酒造(2118)

陶芸同好会
軌著者(宗像) 春窯(宗像}

海滋窯(10/15) 海濃窯(3125)

囲碁同好金
第43回圏碁対局 第44回囲碁対局
福困囲蕃童館(1211日} 情岡囲碁室町(3/11)

写真 同好章
担能会 勉強会

秋月 (11111) コミセン和白(213)

料理教室
臼本料理 おせち料理 西洋料理
(lO/1) (12/10) (214) 

全体行事
新年会

八仙開(1/14)

-8-



尭行

各
支
部
同
好
会
活
動

2016年3月10日

躍
支
部

宜 (NQ39)

品
温
泉
)

1
1閣
時
峨
」

2
0
1
5
年
秋
の
歩
こ
う
舎
は
当
初
、
却

名
以
上
の
書
加
で
無
料
パ
ス
を
チ
ャ
ー
タ
ー

し
、
豊
平
峡

(ほ
う
へ
い
き
ょ
う
)
ダ
ム
の

散
預
を
企
画
し
ま
し
た
が
、
宰
加
者
団
名
で
、

豊
平
映
温
泉
近
郊
の
散
策
後
、
世
泉
入
浴
&

宜
市
中
に
切
り
替
え
ま
し
た
。

当
日

(9
/
同
)
9
時
、
札
瞬
プ
リ
ン
ス

に
集
合

L
、
無
料
送
迎
パ
ス
で
豊
平
映
温
泉

行
へ
向
け
出
発
し
、
日
時
頃
植
泉
へ
の
到
罰

と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
祖
泉
近
辺
散

策
に
出
発
し
ま
L
PZ
害
加
者
は
、
日
岡
山
根
と

ダ
ム
は
知
っ
て
い
ま
す
が
、
近
場
は
割
と
知

ら
れ
て
い
な
く
、
新
鮮
さ
を
感
じ
て
い
ま
し

歩
こ
う
金

キjアステラス製華社友会会報

た
。
特
に
、

「
み
よ
し
工
房
膨
路

(ボ
レ
ロ
こ

は
、
村
の
守
り
神
と
し
て
官
い
伝
え
ら
れ
て

い
る
泉

(
フ
ク
ロ
ウ
)
を
中
心
に
独
自
の

技
法
と
新
時
党
で
作
家
の
三
肝
純
男

(み
よ

し
す
み
お
)
さ
ん
が
彫
り
続
け
て
い
ま
す
。

ア
ト
リ
エ
内
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
は
フ
ク
ロ
ウ

を
テ
I
マ
に
し
た
木
彫
り
を
展
示
距
先
も

し
て
い
ま
す
。
(
工
胃腸
ホ
!
ム

ベ
l
ジ

E
G
V¥¥町一
。
ヨ
何
回
包
向
。
日

E
P句
。
。
ヨ
¥
σ
。
}
司
。
¥)

次
に
向
か

っ
た
の
が
、
工
一一
肘
を
出
て
、
位
々

木
栄
樹
園
を
目
指
し
ま
し
た
が
、
約
四
分
強

く
ら
い
歩
い
て
も

一
向
に
見
当
た
ら
ず
、
近

く
で
作
聾
し
て
い
た
人
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

ま
だ

2
惜
位
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の

事
で
温
換
に
反
る
こ
と
と
し
ま
L
P
Z

温
泉
入
世
後
、
全
貝
揃
っ
て
昼
立
と
な
り
、

宜
事
は
イ
ン
ド
カ
レ
!
と
帯
査
で
ピ
i
ル
を

欽
み
な
が
ら
、
現
況
と
昔
話
に
花
を
さ
か
せ

ま
し
ょ

fz
尚
、
当
温
泉
は

2
0
1
3
年
に

「
行
っ
て
よ
か

っ
た
日
帰
り
温
泉
」
の
全
国

1
位
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
(
温
泉

Z
吾
」
¥者
老
実
町
一
。
ym-wuE
E
』
間
以
¥

)

宜
事
桂
は
、

三
々
五
々
の
解
散
と
な
り
、

日
時
に
は
全
員
、

n品
泉
を
後
に
し
ま
し
た
。

次
回
は
、
春
「
ハ
イ
ジ
牧
場
&
長
沼
揖
泉
」
、

秋

「
八
割
山
県
樹
園
&
小
金
井
温
娘
」
の
企

画
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
札
幌
支
部
の
皆
線
、

是
非

「昨
こ
う
会
」
へ
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

カ
メ
ラ
同
好
会

管
原
浩

仙
台
支
部

「
カ
メ
ラ
同
好
会
」
の
紹
介
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

仙
台
支
部
の
「
カ
メ
ラ
阿
師
会
」
は
会
日

散
が
山
名
と
少
な
い
人
散
の
同
貯
金
な
の
で

す
が

「
カ
メ
ラ
を
楽
し
む
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

「写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
人
気
性
盟
や

「写

真
ラ
リ
l
」
等
楽
し
み
な
が
ら
写
真
の
技
術

向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、
写
真
を
撮
る
た

め
に
歩
い
て
足
腰
を
瞬
、
ぇ
、
悩
み
な
が
ら
写

真
を
蝿
る
こ
と
に
よ
っ
て
老
化
防
止
に
も
世

立
っ

て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

2
0
1
5
年
6
月
の

「南
三
陵
町
防
災
対

策
庁
舎
」
等
躍
見
遣
僧
織
影
会
は
麓
災
後
私

は
冊
回
か
訪
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
つ
ど
風
景

が
韮
わ
り
ど
ん
ど
ん
躍
見
町
商
彰
が
無
く

な
っ
て
い
く
の
を
感
じ
た
の
で
、
な
る
べ
く

早
期
に
翼
民
遺
構
を
慌
り
に
い
こ
う
と
計
画

い
た
し
ま
し
た
。

「
前
三
陵
町
防
虫
対
置
庁
舎
」
の
回
り
に

は
す
で
に
巨
大
な
疑
問
が
建
世
さ
れ
そ
こ
か

ら
は
海
を
盟
め
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
庁

舎
前
の
お
地
蔵
さ
ん
の
回
り
に
は
沢
山
の
花

が
供
え
ら
れ
骨
組
み
だ
け
に
な
っ
た
庁
舎
も

さ
び
し
そ
う
に
見
え
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
の
中
全
員
が
庁
舎

前
の
お
地
蔵
さ
ん
に
手
を
合
わ
せ
、
そ
っ
と

消
え
行
く
霊
長
の
爪
あ
と
を
写
具
に
収
め
ま

し
た
。

そ
の
後
恒
興
商
高
街
の
南
三
陸

「き
ん
さ

ん
商
届
揖
」
で
各
自
お
土
産
を
日
っ
た
り
、

お
酒
を
飲
ん
だ
り
、
長
宜
に
は
「
き
ら
き
ら

井
」
等
を
宜
べ
た
り
と
楽
し
い
時
間
を
す
ご

し
た
の
で
出
発
が
少
し
連
れ
な
が
ら
次
の
目

的
地
に
向
か
い
ま
L
P
Z

こ
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
楽
し
く
、

健
康
に
も
良
く
、
老
化
防
止
に
も
な
る
カ
メ

ラ
や
楽
し
む

「
カ
メ
ラ
同
貯
金
」
と
し
て
皆

さ
ん
が
無
理
な
く
気
軽
に
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
心
が
け
今
後
も
活
動
し
て
い
き
ま

す
。

9 
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東
京
宣
部

花
由
貿
宣

年
二
聞
の
全
体
行
事
と
四
つ
の
同
好
会
で

活
動
し
て
い
る
。
私
は
絵
副
向
肝
舎
で
は
世

話
投
輔
住
だ
が
、
他
の
山
と
温
泉
、
カ
ル

チ
ャ
ー
雄
会
及
び
歩
け
歩
け
、
で
は
お
客
だ
。

絵
画
に
は
月
二
回
の
倒
会
が
あ
る
。
モ
チ
ー

フ
は
旬
の
魚
介
、
議
革
額
、
花
、
あ
る
い
は

会
日
の
お
宝
霊
用
品
な
ど
を
持
ち
寄
る
。

E

2016jド3月10日京(恥39)全ナアステラス製薬杜友会会報

ー

と
冬
に
は
色
々
な
衣
装
を
着
た
モ
デ
ル
植
を

写
生
す
る
。
残
念
乍
ら
衣
装
な
し
は
無
理
な

の
だ
。
ほ
ほ
隔
月
で
野
外
写
生
会
と
美
術
曲

へ
行
く
。
世
話
性
は
野
外
写
生
の
千
見
と
畳

立
場
所
の
選
定
も
す
る
。
平
均
年
齢
市
位
な

の
で
ア
ク
セ
ス
が
良
く
て
パ
リ
ア

1
フ
リ

ポ
イ
ン
ト
を
揮
す
の
が
本
当
に
簸
し
い
。
さ

て
、
足
腰
強
化
に
は
山
と
損
泉
が
欠
か
せ
な

い
。
山
畳
り
の
後
は
、
温
泉
で
汗
を
流
し
て

か
ら
麦
酒
の
喉
ご
し
が
期
待
で
き
る
。
春

E

秋
冬
そ
れ
ぞ
れ
王
候
や
火
山
活
動
に
左
右
さ

れ
る
も
の
の
聞
東
一
円
の
ハ
イ
キ
μ
グ
が
紫

附
ら
し
い
。
耳

一
泊
の
=
一
国
峠
畳
頂
は
健
脚

者
コ

1
ス
の
高
か
書
加
者
は
少
な
目
だ
っ

子、
。
カ
ル
チ
ャ
ー
雅
会
は
鈴
本
泌
芸
場
、
大

歌
舞
枝
、
大
相
換
宜
場
所
、
プ
ラ
ド
英
術
館

展
な
ど
趣
向
を
凝
ら
す
。
歩
け
歩
け
で
は
季

節
毎
に
東
京
地
方
の
且
ど
、』
ろ
を
歩
い
て
巡

る
。
大
吉
伸
冊
園
、
新
宿
御
苑
、
下
町
散
策
、

横
浜
山
下
公
園
な
ど
、
こ
の
会
で
も
や
は
り

親
睦
ム
拡
は
欠
か
せ
な
い
。
と
い
う
か
、

二
次

会
ま
で
繰
り
出
し
て
し
ま
い
そ
う
な
勢
い
の

高
齢
者
た
ち
が
多
い
の
も
我
が
社
友
会
の
仲

間
な
の
だ
ろ
も
つ
。

静
岡
支
部

料
理
教
室

膏
闘
嘗
代

料
理
教
室
町
歴
史
を
開
べ
た
ら
、

二
O
O

三
年
四
月
に
山
之
内
社
友
会
が
発
足
し
て
、

活
動
開
拍
で
す
。
革
一
回
目
は
、
公
共
施
睦

の
隅
理
室
を
利
別
し
て
、
害
加
者
十
ヒ
名
で

し
た
。
二

O
O五
年
四
月
に
ア
ス
テ
ラ
ス
製

薬
杜
友
会
と
名
称
蛮
直
し
ま
し
た
。

現
在
町
会
日
教
は
凹
十

-
名
(
男
性
十
四

名
女
性
二
十
七
名
)
で
す
。
活
動
四
散
を
増

や
し
て
欲
し
い
と
の
要
望
が
あ
り
、
今
年
度

よ
り
年
間
三
回
の
活
動
と
な
り
ま
し
た
。
メ

ニ
ュ
ー
に
ス
イ

1
7
作
り
を
新
た
に
取
り
λ

J EE  れ
ま
L
P
E
第
二
十
五
回
目
の
、

二
O
-五

年
4
1

一
月
五
日
(
木
)
は
、
ス
フ
レ
チ
l
ズ

(
洋
菓
子
)
と
水
ょ
う
か
ん
(
和
菓
子
)
に

挑
戦
し
ま
し
た
。
卵
白
で
メ
レ
ン
ゲ
を
作
り
、

簡
を
陣
っ
た
り
、
今
ま
で
桂
験
し
た
こ
と
の

な
い
工
桂
も
あ
り
ま
し
た
が
、
凹
チ
l
ム
共
、

失
敗
す
る
こ
と
な
く
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

チ
l
ズ
が
苦
手
だ
け
れ
ど
、
ス
フ
レ
チ
l
ズ

が
捷
味
し
く
て
完
宜
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
応

用
し
て
、
我
家
で
初
め
て
チ
ー
ズ
ケ
!
キ
を

捜
い
て
み
ま
し
た
。
車
族
に
も
好
評
で
美
味

し
く
国
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
応
用
成
功
例
も

体
験
し
ま

L
fも

今
ま
で
に
、
豆
腐
ハ
ン
パ
グ
、
ヵ
レ

ラ
イ
ス
、
桜
エ
ピ
の
か
き
晶
げ
、
蛸
の
味
噌

煮
、
マ
カ
ロ
ニ
グ
ラ
タ
ン
、
醤
抽
麹
刊
り
等

の
メ
ニ
ユ
を
作
っ
て
来
ま
し
た
。
出
来
上

が
っ
た
料
理
は
、
書
加
者
で
テ
ー
ブ
ル
を
囲

み
笑
顔
で
聾
味
し
く
食
し
、
楽
し
い
時
間

を
味
わ
う
ひ
と
時
に
な
り
ま
す
。
(
昼
食
に

し
て
は
、
量
が
多
く
て
持
ち
帰
る
人
も
い
ま

す
。
)

今
後
も
、
簡
単
楽
し
い
美
味
し
い
を

そ

y
卜
l
に
、
仲
間
と
の
繋
が
り
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
元
気
で
活
動
継
続
出
来
る
喜
び

を
分
か
ち
合
い
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
書
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

一10-
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写
高
畠
散
摘
同
好
会

野
々
垣
明
具

当
同
好
会
は
、
春
季
秋
季
の
年
2
回
実

施
し
て
い
ま
す
。
会
貝
の
半
数
以
上
が
害
加

さ
れ
ま
す
。

2016'年3月10日

2
0
1
5
年
春
は
、
新
韓
の
樟
め
ぐ
り
と

九
り
ん
草
が
自
生
し
て
い
る
高
山
市
郊
外
の

字
津
白
に
出
か
け
ま
し
た
。
前
日
に
東
海
地

方
は
権
問
入
り
し
朝
ま
で
小
雨
模
様
で
し
た

友 (出39)全土アステラス製薬社友会会報

が
行
動
開
始
頃
に
は
悶
も
上
が
り
、
標
高

1

3
0
0
メ
ー
ト
ル
付
近
に
あ
る
宇
治
江

崎
暗
は
、
急
睦
な
谷
あ
り
に
あ
っ
て

一
番
下

流
の

「地
返
滝
」
に
始
ま
り
、
最
高
地
の

「上

平
時
」
ま
で
、
約
9
0
0
メ
ー
ト
ル
桂
の
滝

め
く
り
の
散
策
コ

i
ス
が
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。
見
ど
こ
ろ
は
、
ほ
ほ
中
間
に
あ
る

「上

段
滝
」
で
、
こ
こ
ま
で
は
、
全
日
が
剖
り
、

そ
の
先
は
各
人
の
体
力
に
応
じ
て
畳
り
ま
し

た
。
そ
の
桂
、
九
り
ん
草
の
自
生
し
て
い
る

花
酬
で
は
、
杉
の
木
立
の
聞
に
白
か
ら
深
赤

の
九
り
ん
草
が
、
丁
度
、
見
ご
ろ
を
迎
え
、

目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

秋
は
、
第
二
東
名
の
部
分
開
通
に
よ
っ
て
、

名
古
屋
か
ら
姫
利
に
な
っ
た
浜
名
湖
の
北
の

遠
州
森
町
の
紅
葉
町
名
所
に
出
か
け
ま
し

た
。
最
初
は
、
「
森
の
石
必
」
の
事
で
有
名

な

「大
洞
院
」
で
す
。
石
松
の
事
は
、
多
〈

の
人
に
削
ら
れ
て
、

3
回
立
て
直
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。
昼
宜
後
、
遠
州

一
宮

「
小
聞

神
社
」
で
、
埴
内
を
流
れ
る

「
宮
川
」
沿
い

の
約
3
、
0
0
0本
の
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
カ
エ

デ
紅
葉
散
捧
で
す
。
川
面
に
映
る
紅
葉
を
則

持
L
歩
き
ま
し
た
が
‘
暖
冬
と
前
自
の
強
い

風
聞
の
為
か

。

2
0
1
6
年
奉
は
、
農
川
市
賀
茂
神
社
の

花
百
甜
と
東
海
道

二
川
柿
散
輩
、
秋
に
は
、

商
人
の
町

五
箇
荘
散
聾
と
永
源
寺
の
紅
葉

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

会
日
の
作
品
発
去
は

H
P
の
作
品
コ
ー

ナ
ー
と
総
会
時
に
作
品
展
示
を
し
て
い
ま

す
。

カ
ル
チ
ャ
ー
同
好
会田

阪

翼

カ
ル
チ
ャ
同
好
会
は
、
現
在
畳
時
金
口

融
制
名
で
春
と
秋
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

同
年
は
、

5
月
に
新
歌
舞
伎
座
で
団
名
町

害
加
を
頂
き

「前
川
市
さ
ん
武
田
鉄
矢
さ

ん
」
共
放
に
よ
る
歌
と
お
芝
居
を
楽
し
み
ま

し
た
。
日
月
は
、

「帯
語
家
と
行
く
な
に
わ

探
検
ク
ル
ー
ズ
」
と
銘
打
っ
て
町
名
の
参
加

で
、
観
光
遊
覧
舶
に
乗
り
太
閤
弁
当
を
い
た

だ
き
な
が
ら
水
の
都
大
匝
の
景
観
を
水
面
か

ら
の
回
線
で
探
索

L
、
落
語
家
さ
ん
の
名
関

子
で
大
阪
を
川
か
ら
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
と
き
は
醐
名
を
超
え
る
参
加
希

望
を
頂
き
ま
し
た
が
定
民
の
同
時
で
キ
ャ
ン

セ
ル
待
ち
の
事
睦
と
な
り
、
ご
書
加
い
た
だ

け
な
か

っ
た
初
名
余
り
の
金
口
の
皆
様
に
は

申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、

5
月
に
新
歌
舞
柱
山
艇
に
て
若
手

歌
手
も
出
演
し
歌
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
満
織
の

「玉
木
ひ
ろ
し
特
別
公
泌
」
を
盤
貴
し
ま
す
。

叩
月
に
は
、
大
阪
を

一
望
で
き
る
中
之
島

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
タ
ワ

1
に
移
転
し
た
朝
日

新
聞
大
阪
本
社
を
訪
問

L
、
編
集
日
や
新
聞

制
作
の
今
昔
、
印
刷
の
行
組
み
な
ど
を
見
学

し
て
頂
き
ま
す
。
昼
食
は
阿
ピ
ル
に
あ
る
「
レ

ス
ト
ラ
ン
〉
「
〉
凹
宍
〉
」
で
ラ
ン
チ
を
い
た

だ
く
予
定
で
す
。

今
桂
と
も
、
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

カ
ル
チ
ャ
ー
同
好
会
を
目
指
し
て
企
画
ご
袋

内
い
た
し
ま
す
の
で

だ
さ
い
。

お
虫
軽
に
ご
参
加
〈

カ
ル
チ
ャ
パ
同
好
会醸

立
照
由

第
二
十
九
回
カ
ル
チ
ャ
ー
企
画
を
十

一
月

二
十
五
日
か
ら

一
泊
二
日
で
実
施
し
ま
し

た
。
初
日
は
午
桂

一
時
に
忠
海
駅
集
合
ア
ヲ

ハ
タ
ジ
ャ
ム
工
場
へ
移
動
、

「工
場
見
学
と

ジ
ャ
ム
作
り
体
験
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。
そ

の
捷
ウ
サ
ギ
の
応
大
久
野
品
へ

、
既
に
日
世

の
為
ホ
テ
ル
に
チ

ェ
ッ
ク
イ
ン
、
各
々
川
畑
泉

11 

で
症
れ
を
愈
や
し
た
後
早
自
の
忘
年
会
兼

思
親
会
、
地
測
に
舌
鼓
を
う
ち
な
が
ら
楽
し

く
盛
り
上
が
り
ま
し
た
J
一
日
目
は
朝
宜
後
、

局
内
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
旧
陸
軍
毒
ガ
ス
工
場

官
科
曲
や
見
学
、
瀬
戸
内
町
多
尚
美
を
楽
し

み
つ
つ
も
、
負
の
遺
産
と
も
い
え
る
曜
ガ
ス
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製
造
の
歴
史
を
紐
解
き
、
改
め
て
平
和
の
崎
将

さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
歓
迎
し
て
く
れ
た
約

七
百
匹
の
ウ
サ
ギ
(
生
育
数
日
本

-
?
)
に

も
別
れ
を
つ
げ
て
、
安
芸
の
小
京
都

「竹
原
」

へ
移
動
、
軽
妙
な
町
並
保
存
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
案
内
を
聞
き
な
が
ら
散
躍
し
ま

L

PE
朝
ド
ラ
の
マ
ッ
サ
ン
の
生
家
や
エ
デ
ィ

さ
ん
と
の
銅
像
等
も
あ
り
見
所
浦
被
l

畳

宜
は
祷
査
と
地
酒
の
飲
み
く
ら
べ
で
又
々
盛

り
上
が
り
、
そ
の
後
名
残
り
惜
し
い
解
散
と

な
り
ま
し
た
。
今
回
は
初
め
て
の
宿
泊
企
画

で
し
た
が
、
余
裕
の
あ
る
肱
を
楽
し
む
事
が

で
き
ま
し
た
。
平
成
二
十
七
年
企
画
を
振
り

か
え
る
と
①
宿
泊
風
聞
き
と
花
見
@
オ
ペ
ラ
鑑

賞
金
③
ジ
ャ
ム
工
場
見
学
と
大
久
野
品
で
し

ょ

fB
今
後
共
「
地
域
の
芸
術
文
化
を
通
じ

て
、
実
額

一
杯
の
集
い
の
提
供
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
企
画
を
提
供
し
て
寄
り
ま
す
。

広
品
支
部
同
好
会
畳
揖
の
皆
さ
ん
、
奮
つ

て
の
御
参
加
御
待
ち
し
て
お
り
ま
す
a

2016年3月10日友 (No39)

主
体
行
事

社

高
口
高

一

福
岡
支
部
で
は
、
全
体
行
事
と
し
て
新
年

会
と
耳
の
納
揖
会
の
二
聞
を
行

っ
て
い
ま

す
。
今
年
も

-
月
九
日
に
中
華
料
理
屈
の
八

仙
閣
に
て
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
は
六
十

一

品
の
害
加
が
あ
り
大
変
盛
況
で
し
た
。
支
部

長
の
提
案
で
ヤ
』
こ
数
年
は
懇
親
会
的
前
に
会

民
の
方
よ
り
三
十
分

「私
の
セ
カ
ン
ド
ラ
イ

フ
」
と
越
し
て
興
味
の
あ
る
話
を
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
小
郡
市
で
史
跡
案

内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
金

森
隆
史
さ
ん
に
「卑
弥
呼
が
い
た
弥
生
時
代
」

と
称
し
て
、
ス
ラ
イ
ド
と
レ
ジ
メ
を
世
っ
て

アステラス製薬社友会会報

当
時
の
生
活
状
況
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
弥
生
時
代
か
ら
明
拍
時
代
ま
で
小
郡
地

区
の
興
味
あ
る
歴
史
を
知
る
事
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
「
私
の
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
ブ
」
の
話

の
予
定
で
は
、
「
ヨ
ッ
ト
セ

1
リ
ン
グ
」
「
日

本
百
名
山
征
服
達
成
」「
海
外
ク
ル
ー
ズ
船

の
揖
」
と
続
い
て
、
今
回
で
」l
四
回
目
と
な

っ

て
い
ま
す
。
中
々
興
味
深
い
揺
が
多
い
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
ん
な
話
を
会
貝
の
方
に
し

て
い
た
だ
こ
う
と
回
っ
て
お
り
ま
す
。

自

由

按

稿

東
京
支
部

宮
入
伯
允

早
い
も
の
で
藤
沢
薬
品
を
退
職
し
て
お
年

が
過
主
、

7
度
目
の
年
男
を
迎
え
ま
し
子
、
。

現
役
時
代
か
ら
寝
込
む
よ
う
な
病
荒
も
せ
ず

動
き
回
れ
る
の
が
当
た
り
前
と
思
っ
て
お
り

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

一
昨
年
暮
れ
に
品
目
、

昨
年

5
月
か
ら
7
月
に
か
け
て
約
2
ヶ
月
の

入
院
と
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
を
受
け
て
退
院
し
た

も
の
の
足
腰
の
事
え
に
悩
ま
さ
れ
目
下
リ
ハ

ピ
リ
に
励
む
毎
日
で
す
。

東
京
研
究
所
時
代
か
ら
の
仲
間
の
卦
報
が

次
々
と
届
く
中
で
、
し
ぶ
と
く
生
き
残
っ
て

い
る
の
は
長
舟
日
本

一
町
長
野
県
に
住
ん
で

い
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

幻
州
に
日間
り
ま
し
て
か
ら
、
山
野
草
を
尋

ね
歩
い
た
り
紋
や
茸
掠
り
に
と
山
遊
び
を
誼

歌
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
さ
す
が
に
そ
れ
も

駄
目
に
な
り
ま
し

fz
で
も
物
故
社
民
の
中

に
入
ら
ぬ
よ
う
も
う
少
し
亜
眠
り
ま
す
.
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平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
二
日

品
納
嫡
や
長
さ

i
つ
げ
の
泣

5
上
戸

秋
回
其
智

地
吹
雪
や
は
る
か
色
町
リ
世
居
村

天
靖
北
緯

友(Nu39)

一
割
日
の
出
人
の
群
れ
来
る
弓
ケ
決

大
場
ひ
さ

L

レ
l
ス
終
え
熱
澗
酌
み

7
馬
註
且

小
谷
吉
春

人
生
は
九
十
九
折
リ
な
リ
冬
紅
葉

川
脇
久
暗

中
灸
は
場
亘
属
と
き
め
寺
め
ぐ
る

小
池
清
司

熱
刷
酬
や
お
戸
、

L
察
款
の
周
期
会小

林
逮
治

声
ひ
び
〈
母
が
読
み
手
の
歌
が
る
た

寄
底
ひ
ろ
み

一
陣
の
風
に
旅
み

T
夫
、
誼
来
る

子士

田
中
開
体
代

冬
将
軍
鼻
息
荒
き
衆
止
か
な

嵐
広
相
少
砂

熱
珊
や
天
下
論
ず
る
古
き
ま

アステラス製薬社友会会報

古
川
龍
絡

蝿
過
は
"
の
好
み
晶
の
週
器

本
郷
宗
祥

熱
珊
の
措
へ

T
熟
女
の
邑
呑
か
な

桑
田
一
宗

能
舞
台
の
半
能
暫

L
相
秘

来
四

武

平
成
二
十
八
年

一
月
十
九
日

マ
ス
タ
す
る
学
童
多

L
今
日
の
納

一
橋
忠
行

存
分
に
寝
正
月

Lτ
匂
塵
に
あ
リ

片
岡
参
八

さ
き
が
け
の
線
一
輸
の
白
極
む河

村
信
弘

人
目
や
員

L
く
老
い
た
る

AWE-
ぬマ

除
門
一
喜

霜
J

零
落
す
鳥
居
を
着
リ
け
リ

ま
井
正
明

ビ
ん
ピ
埜
〈
去
年
の
椅
も
民
ひ
も

西
田

ヲム

七
績
に
ニ
つ
足
ら
ね
ピ
炊
き
に
け
リ

橋
本
喜
代
長

道
修
町
神
量
さ
ん
へ
剥
諸

東
出
恭
子

探
梅
や
播
磨
の
無
人
収
七
つ

平
子
敏
綾

和
太
鼓
に
成
人
の
臼
の
Mm締
正
る

堀
田
建
夫

松
週
の
日
々
俳
措
に
遊
び
を
リ桃

井
克
夫

語

{
第
暗
回
理
事
会
]

凶
年

3
月

3
日

一

日
年
度
第
阻
四
半
期
決
算
報
告
の
件

二

同
年
度
予
革
実
績
見
通
し
の
件

三

活
性
化
歯
点
整
理
番
目
会
検
計
報
告

E

び

2
0
1
6年
度
予
算
(
諜
)
修
正
の

件

四
同
好
会
活
動
連
立
組
程
及
び
蹄
費
世
躍

一
部
改
定
(
同
年
4
月

i
日
施
行
)
に

閲
す
る
件

五

回
年
度
支
部
総
会
に
聞
す
る
件

六
革
ロ
回
定
時
社
日
総
会
に
閲
す
る
件

七
回
年
度
理
事
候
補
者
{
理
事
会
推
属
)

の
件

八
「
同
年
度
理
事
監
事
候
補
者
選
出
塁

日
会
」
番
目
委
嘱
及
び
「
同
年
度
理
事

候
補
者
」
立
候
補
畳
付
公
示
の
件

九
回
年
庄
市
ψ
軍
方
針
案
の
件

十
回
年
庄
支
部
位
日
及
び
同
好
会
連
絡
表

に
閲
す
る
件

十

一

同
年
度
支
部
行
事
予
定
表
に
閲
す
る

件新
入
金
白
象
恕
&
会
員
動
控
報
告
の

件均
年
度
会
費
未
納
入
者
退
会
処
理
の

件3
i
6
月
主
要
日
躍
に
闘
す
る
件

そ
の
他

→ 十十
五回

{
第
児
回
全
国
役
員
会
一

凶
年

3
月

3
日

第
羽
田
理
事
会
に
引
き
続
き
、
全
国

8
支

部
の
支
部
長
副
支
部
長
に
ご
害
加
盟
き
、

第
ロ
回
全
国
世
日
会
が
閲
仙
さ
れ
ま
し
た
。

一

同
年
度
支
部
総
会
に
閲
す
る
件

二

第
四
回
定
時
社
員
総
会
に
関
す
る
件

三

日
年
度
本
部
主
部
役
目
に
閉
す
る
件

四
国
年
度
理
事
候
補
者
立
候
補
受
付
企
示

の
件

同
年
度
事
軍
方
針
案
及
び
予
割
案
の
件

五

同
好
会
教
室
に
関
す
る
件

支
部
活
動
報
告
及
び
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
閲
す
る
意
見
(
各
支
部
よ
り
報
告
)

会
報
「
社
主
」
及
び
ホ

I
ム
ペ

ー
ジ
に

関
す
る
件

九

3
1
6月
主
要
日
程
に
閉
す
る
件

十
会
員
動
態
報
告
の
件

十

一

そ
の
他

七六J¥ 【
田
知
5
せ】

同
年
度
も
、
当
年
度
に
定
年
世
職
さ
れ
る

予
定
の
皆
様
を
支
部
総
会
に
ご
招
待
す
る
こ

と
に
致
し
ま
し
た
。

{
G
W体
暇
の
お
知

5
せ
}

杜
友
会
事
務
局
は
左
記
期
間
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
休
暇
と
な
り
ま
す
。

同
年
4
月
四
日

(金

)
t
I
5
月

5
日
(
木
)

-
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
・
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大
阪
穆
務
所
移
転
致
し
ま
す

ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬
脚
加
品
事
草
場
が

2
0

1
6年
3
月
末
を
も
っ
て
、
間
観
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、

4
月

I
日
よ
り
社
友
会
大
阪

事
面
所
を
以
下
の
草
所
に
、
移
転
致
し
ま
す
。

大
阪
市
中
央
区
備
後
町
2
l
4
1
9

日
本
輔
化
ピ
ル

9
m
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萱山ケブル筒井浩(大阪)

狙う 野上悦生(大阪)

曹の椿山荘古川飽!s(東京)

友(Nu39) 剖16年3月10日 発行

ミラノの街角 中山憲行(仙台)

しだれ梅小川修(名古車)
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早春の秩父今井美光(東京)

緒に花見村滅清志{東京)
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アステラス製薬社友会会報 千土 友{出39) 却 16年3月108 量行

近江八幡長命寺八木秀夫(大阪) 果物大山・予(東京)

お江戸日本編下徳芳之 (東京}

茨木神社繍図好子(大阪) 安4島野勝野啓志(東京)
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発行2016年3月10日主 (NQ39)杜アステラス製薬杜友会会報

「社友」読者の皆様へぉ11い1

社友会では リタイア後まだ社友会に入られていない方の入会を求めています。

同期会で、 また地域のカルチャー教室等で、未入会の方にお会いの際は、下記

の点についてお話し頂き入会をお誘い下さい。

(合併前アステラス入会資格運営盟約 4粂に昨しくありますが、概ね山之内、藤沢、

を吉み)に20年以上勤器し、円溺退職した方です。

入会金年会費

入会金~1Oぽ)()円、年金費 ~2 飢)()円

社友会に用意されたいろいろある岡野会を選ひ¥書加できます。

書加費は各自負担ですが、会からの補助があります。

(社友3月号に企ての同昨会開1m予定が記聴されております)

団体扱いの傷在保険、自動車楳険等に加入できます。

親娘株式会社で担っております。

古希、喜美子、米寿を迎えられると会貝全貝からのお祝いがあります。

年1回の支部の総会で嵯祝式典が行われます。

会報 「社主j、カレノダ 、社友会手帳、家庭医薬品の無料配布があります。

『社友』は年3回、その他は年I回あります。

支部の総会に参加でき懐かしい方々との歓騒が楽しめます。

書加賀は自己負担ですが、会からの裕助があります。

告白には、 以下の利点があります。

吏に.ご自身が祉友会に書加 L体験した、 リタイア後の新しい生活をお献し頂き、

より多くの方に入金して頂けるよ う、働きかけをお願い致します。

(今回チランをはさみ込んでいます。)

第12固定時社員総会 『議決権行使」のお願い l

. 

第12固定時社員総会が下記の通り開植されます。

時 20161手6月9日 (木)午前10時

所 「伊場仙ビルJ7階会機宣

(東京都中央区日本編小舟町4-1)

日

場

招集通知及び吾缶状(葉瞥)は5月中旬に珪送予定で

すが、社貝総会にご出席願えない場合はJ要妊状J(重要

・)に費否をご記入、著名ご押印のうえ、 お早めに垣道

(揖函)頂きますようお願い申し上げます。

編

集

後

16 

言E

-v
最
近
溢
品
入
浴
を
楽
し
む
事
が
多
〈
な
り

ま
し
た
。
老
夫
闘
で
毎
週
日
帰
り
揃
泉
、
ま

た
月
に

1
回
は

1
泊
2
日
の
温
泉
蛇
行
へ
出

か
け
て
い
ま
す
。
子
世
た
ち
か
ら
は

『仲
の

良
ろ
し
い
事
で
↑
』
と
か
ら
か
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
生
涯
の
伴
唱
は
お
互
い
大
切
だ
と

E

い
ま
す
。
夫
婦
と
も
ど
も
長
生
し
た
い
も
の

で
す
。


	39-1
	39-2
	39-3
	39-4
	39-5
	39-6
	39-7
	39-8
	39-9
	39-10
	39-11
	39-12
	39-13
	39-14
	39-15
	39-16

